
 

茂
木
町
は
、
栃
木
県
の
南
東
部
に
位
置

す
る
八
溝
山
系
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か

な
町
で
す
。
全
国
棚
田
百
選
に
も
選
ば
れ

た
「
石
畑
の
棚
田
」
な
ど
美
し
い
農
村
風

景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
「
道
の
駅
も
て

ぎ
」
を
拠
点
と
し
て
、
各
種
オ
ー
ナ
ー
制

度
を
行
い
、
都
市
と
農
村
の
交
流
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

     

サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
は
・
・
・ 

 

オ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
と
ロ
ー
ド
コ
ー
ス

を
併
せ
持
つ
世
界
初
の
サ
ー
キ
ッ
ト
。
レ

ー
ス
観
戦
の
他
、
「
乗
る
」
「
遊
ぶ
」
「
学

ぶ
」
「
創
る
」
を
体
験
で
き
る
新
し
い
タ

イ
プ
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
す
。 

特
産
物 

し
い
た
け
・
コ
ン
ニ
ャ
ク
は
、

全
国
有
数
の
産
地
で
す
。 

平
成
十
九
年
度 

予
算
大
綱
説
明 

 

十
九
年
度
新
城
市
議
会
初
日
の
二
月

二
十
八
日
、
「
平
成
十
九
年
度
予
算
大
綱

説
明
」
に
お
い
て
穂
積
市
長
さ
ん
は
歳
出

に
つ
い
て
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
施

策
体
系
に
沿
っ
て
説
明
、
そ
の
、
第
一
の

基
本
方
針
「
自
然
環
境
の
保
全
と
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
中
で
・
・
・
今
日
の
さ

ま
ざ
ま
な
格
差
拡
大
は
、
本
市
の
よ
う
な

山
間
・
過
疎
地
域
に
と
っ
て
過
酷
な
試
練

を
与
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
人
間
は

土
地
と
離
れ
て
生
き
て
い
け
ず
、
絶
え
ず

自
然
の
な
か
で
生
か
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
本
市
に
は
豊
か
な

森
林
や
田
畑
な
ど
何
物
に
も
代
え
が
た

い
貴
重
な
自
然
環
境
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は

本
市
が
発
信
す
る
最
大
の
魅
力
で
あ
る

と
同
時
に
そ
こ
に
住
む
人
々
に
と
っ
て

の
貴
重
な
財
産
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
地
域
資
源
を
未
来
永
劫
保

全
し
、
自
然
と
人
が
一
体
と
な
っ
て
暮
ら

し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
が
、
ま
さ
に
、

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
将
来
像
「
～
人

と
自
然
が
織
り
な
す
～
笑
顔
・
活
力
想
像

都
市
」
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
新
市
の

も
っ
と
も
基
本
的
な
方
針
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
事
業
と
し
て
、
鳳
来
地
区
に

お
い
て
地
元
保
存
会
と
力
を
あ
わ
せ
千

枚
田
の
保
存
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

こ
の
山
村
の
原
風
景
で
あ
る
「
棚
田
」
を

持
つ
他
地
域
と
の
交
流
も
引
き
続
き
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
村
環
境

の
悪
化
に
対
処
す
る
た
め
の
「
農
地
・

水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
活
動
支
援
事

業
」
を
大
幅
に
拡
充
し
、
農
業
者
と
地
域

住
民
を
交
え
た
農
村
環
境
保
全
活
動
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
一
般
会
計
予
算
案
の
歳

出
で
「
千
枚
田
は
本
市
の
貴
重
な
地
域
資

源
の
一
つ
、
農
地
環
境
保
全
の
一
環
と
し

て
保
存
。
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し

て
交
流
を
図
る
」
と
議
会
に
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

              

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 第 43 号  

水
温
む
棚
田
の
畦
に
カ
エ
ル
驚
き 

ミ
ミ
ズ
は
背
伸
び 

嗚
呼 

春
よ
春 

ほ
っこ
り
梅
一
輪
鞍
掛
山
も
俺
が
春 

海
老 

今
泉
美
知
子 

第
十
三
回 
全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト
が
八
月
二
十
四
日(

金)

二

十
五(

土)

に
栃
木
県
茂
木
町
「
入
郷 

石
畑
の
棚
田
」
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。 

もてぎ棚田のお米 

5kg･･･2,400 円 
2kg･･･1,000 円 



ササ
ミミ
ッッ
トト
開開
催催
地地
次次
々々
とと
・・・・  

二
月
十
四
日
に 

開
催
さ
れ
た
全 

国
棚
田
連
絡
協 

議
会
理
事
会
に 

お
い
て
、
第
十
四 

回
棚
田
サ
ミ
ッ
ト 

は
長
崎
県
雲
仙
市
・
長
崎
市
と
共
催
、
第

十
五
回
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
は
新
潟
県
十
日

町
市
に
決
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、
市
町
村

合
併
等
で
協
議
会
々
員
数
も
減
少
し
た

り
、
合
併
に
伴
う
不
安
要
素
か
ら
先
詰
ま

り
の
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
が
、
棚
田
は
二

十
一
世
紀
の
貴
重
な
財
産
。
生
態
系
の
保

全
と
い
う
面
か
ら
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
、
貴
重

な
文
化
遺
産
「
棚
田
」
を
次
世
代
ま
で
継

承
す
る
責
務
・
意
向
が
強
ま
り
、
棚
田
サ

ミ
ッ
ト
候
補
地
も
次
々
と
名
乗
り
を
挙

げ
て
い
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
教
室 

 

連
谷
小
学
校
で
は
二
月
十
九
日
か
ら

二
十
三
日
に
「
あ
り
が
と
う
教
室
」
を
開

き
、
お
正
月
の
門
松
立
て
や
、
学
校
田
の

地
主
さ
ん
、
昔
の
遊
び
な
ど
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
お
年
寄
り
な
ど
、
日
頃
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
を
お
招
き
し
て
一
緒
に

給
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

い
つ
も 

ぼ
く
た
ち
・
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に

あ 

り 

が 

と 

う 

一
年 

小
山
翔
太 

二
年 

大
橋 

新
・ 

原 

田
恭
吾
・
原
田
桂
志
・
松
下
治
生 

三
年 

小
山
幹
太
・
小
山
侑
希 

四
年 

０ 

五
年 

大
橋
萌
生
・
小
山
拓
磨 

六
年 

原
田
聖

子
・
松
下
奈
央 

こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

平
成
十
八
年
度 

連
谷
小
学
校
一
同 

               

新
入
社
員
研
修 

 
 
 

千
枚
田
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
の
本
年
度
採
用

新
入
社
員
研
修(

二
十
四
名)

が
三
月
三

十
日
か
ら
四
月
九
日
ま
で
「
社
会
人
の
マ

ナ
ー
」
、
「
工
場
組
織
」
、
「
交
通
安
全
」
な

ど
と
山
積
み
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
す
。
研

修
中
の
四
月
四
日
に
は
四
谷
の
千
枚
田

で
「
文
化
的
遺
産
、
四
谷
の
千
枚
田
は
ど

の
よ
う
に
し
て
守
ら
れ
て
き
た
か
」
そ
の

変
遷
や
自
然
、
伝
承
文
化
等
を
学
び
な
が

ら
ふ
れ
あ
い
広
場
の
環
境
整
備
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
た
研
修
が
行
わ

れ
ま
す
。 

  

天 

候 

異 

変 

 

近
年
、
地
球
温
暖
化
現
象
が
盛
ん
に
叫

ば
れ
て
い
る
。
特
に
今
年
の
冬
は
そ
の
異

常
さ
が
顕
著
で
、
先
日
、
富
山
県
に
所
用

で
出
掛
け
た
が
道
路
に
は
ほ
と
ん
ど
雪

が
な
く
、
住
民
に
聞
い
た
と
こ
ろ
今
年
は

チ
ェ
ー
ン
を
二
度
使
用
し
た
だ
け
と
か
。

三
月
始
め
に
二
十
二
℃
の
高
気
温
を
記

録
、
名
号
の
梅
ま
つ
り(

十
一
、
十
二
日)

も
花
の
な
い
ま
つ
り
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
桜
の
予
想
開
花
も
場
所(

静
岡
な
ど)

に
よ
っ
て
は
例
年
に
比
べ
二
週
間
も
早

く
、
観
測
史
上
最
速
と
報
道
さ
れ
て
い

る
。
・
・
と
思
っ
た
ら
六
、
七
日
に
は
雪

が
舞
っ
た
。 

二
月
の
最
初
の
雨
の
後
に
産
卵
し
た

ア
カ
ガ
エ
ル
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
も
氷

雪
で
寒
さ
に
震
え
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
も
温
か

い
の
で
浮
か
れ
出
た
ら
こ
の
寒
さ
、
戸
惑

い
な
が
ら
も
雌
を
求
め
て
鳴
い
て
い
た
。 

  
 

             
 

 

お
願
い
・・・ 

 

景
観
道
に
犬
の
糞 

を
時
々
見
か
け
る
そ
う
で
す
。 

後
始
末
を
お
願
い
し
ま
す
。 

行 
 

平
成
十
九
年
三
月
十
五
日 

  
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文 
 

責 

小 

山 

舜 

二 

みそ煮込みうどんをいただく 

千枚田 古宿の梅林 


